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島根県におけるスポーツ活動の現状と課題

斎　　藤　　重　　徳＊

　　　　　　Sh1genor1SAITO
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of　Sports　Act1v1t1es　m　Sh1mane　Prefecture

I　目　　　　的

　現在，一般に使用されているスポーツ（spδrts）の語

源は，イギリスで17世紀頃，disportのdiをとり去っ

てsportという言葉に変化したものである。dispOrtは

フランス語のdisporterまたはdξpor－terを受けつい

だもので，ラテン語のportare（物を運ぶ）に接頭語が

ついたdeportare（悲しい精神状態を捨てる）に由来

し，その意味は＜仕事からの転換＞，気晴らし，楽しみ

ごと，遊び，ということである。このようにスポーツは

人間の生理的欲求から発した一つの文化のパターンであ

り，よりよい人間の共同生活を営むために人間の手で形

成され，身体運動にagδn，p1ay性を兼ね備えたもので

ある。

　わが国で現在行なわれているスポーツは，古来の武道

形式から発展した伝統的スポーツと，明治以来外国から

輸入された外来スポーツとに分けられるが，伝統的スポ

ーツは現在でも文化的内容が重んじられている感があ

り，外来スボーツとは内容を異にしている。しかしその

伝統的スポーツも国際化の傾向にあり，文化的内容もう

すれつつあるのが現状であろう。武士道精神を謁歌して

いたわが国では，輸入スポーツはその内容を問うことな

くスポーツの形式だけを取り入れ、大学運動部を中心に

発展し，勝敗の結果が死を意味した武士道精神と融合し

伝統的な日本人のスボーツ観すなわち，勝利至上主義と

して展開された。その結果としてスポーツはチャンピオ

ノを育成するために限られた人々によって高度化路線が

敷かれ，スポーツの大衆化が為されないまま競技スポー

ツが隆盛を呈し，政治や商業主義などの他の要素と結合

し，本来の意味を失うようになった。しかし，第二次大

戦後まもなく民主化の過程で労働時間が短縮され，さら

に，高度経済成長は余暇を生み出し，生活水準の向上と

ともにスポーツの大衆化が進行し，スポーツはレジャー

産業の一分野として脚光をあび，スポーツの多様化に拍

＊島根大学教育学部保健体育研究室

車をかけられてきた。

　こういった一般的動向のなかで島根県民のスポーツ

活動の現状と，スポーツヘの姿勢を明確に把握し，島根

のスポーツの今後のありかたを究明しようとして実態調

査を試みた。すなわち，スポーツ活動を規定する基本的

条件である余暇とその利用，健康としてのスポーツとレ

ジャーとしてのスポーツの内容，今後のスポーツ活動の

要求とその方向性などを究明しながら，スポーツ政策の

課題をとらえようとした。

　　　　　　　皿1調　査　方　法

　対象者の抽出については，昭和45年度国勢調査報告書

により調査地域の人口比を求め，10代（18才以上の杜会

人）から60代の男女を対象に住民台帳ならび選挙人名簿

をもとに無作為で抽出した。調蛮委員（体育指導委員）

が抽出された家庭に記入法を説明した上で調査用紙を配

布して記入を依頼し，2週間後に回収した。

　また，対象地域の選定については，スポーソ活動、冒識

や欲求，また運動構造の地域的な特徴があらわれるもの

と考え，地域構造上の特性を4つに大別し，県下全域か

らそれに相応する次の11地区を選定した。

（1）中核的都市

　紬松江市……県東部を占める山陰屈指の都市で県の政

　　　　　　　治，経済，文化，および観光の中心。

　⑧大田市……県の中央部に位置し，商都として発展し

　　　　　　　た市街地域を農業を中心とした第一次産

　　　　　　　業がとりまく。

　⑱益田市……県の西端に位置する商工業を中心とした

　　　　　　　拠点都市。

（2）都市近郊農村

　⑧広瀬町……行政の中心松江市に近く，安来市に隣接

　　　　　　　した純農村地域。

　⑧仁摩町一・・北は日本海，東は大田市，西に浜田市と

　　　　　　　接し，農林業が町の所得に占める割合が

　　　　　　　高い。
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（3）地方的サービスセンター

　⑧大東町……大原郡の東部を占め，町域の大部分は山

　　　　　　　地から成るが，地方的文化交流の中心

　　　　　　　地。

　⑧津和野町…産業構造から観光の町としての性格を反

　　　　　　　映し，卸・小売・サービス業が中心にな

　　　　　　　っている県最西端に位置する。

（4）人口過疎地域

　亀金城町……陰陽を結ぶ交通の主要地点で陰陽への通

　　　　　　　勤による農家の兼業化，また食糧の供給

　　　　　　　地。

　亀瑞穂町一・・邑智郡の南部に位置し，地形は概して峻

　　　　　　　険かつ高冷で第1次産業中心。

　亀頓原町……冬期の豪雪地帯で，町は米，和牛，乳牛

　　　　　　　および山林収入が経済基盤となってい

　　　　　　　る。

皿　調査結果とその考察

　1．余暇とその利用

　余暇とは個人が職場や家庭，社会から課せられた義務

（労働）から解放され，まったく随意に利用できる時間

的ゆとりである。生理的再生産に費す時間はほぼ一定で

あるので，労働時間の長短が余暇の有無に関係してく

る。産業が高度化しつつある現在，労働時間は短縮の一

途をたどり，週休2日制も取り入れるなど余暇時間の増

加が目立ち，その利用方法がクローズアップされて来

た。

　県民の現状（図I）を見ると，日常における余暇は男

女とも地域による差異があまりみられず，男子では2～

3時間，女子では1～2時間に集中している。

　職業別にみると，男子では会杜，銀行，役場などの事

務系あるいは医者，先生，弁護士，会杜や役所の課長以

上といった専門管理の職種の人は2～3時間を中心に1

～2時間と3～4時間の両極に分化する煩向を示し，農

林漁業，労務では1～2時間と2～3時間に大半が集中

している。女子では，家庭の主婦は2～3時間が首位を

占めているが次いで1～2時間となっており，農林漁業

や労務の人は1～2時間が大半を占めている。

　その余暇時問を生み出すのに大きく関与している労働

時間（図1I）は，余暇時間同様に地域的特徴が見られな

い。また睡眠時間においても地域間で差はほとんどな

く，男子が7～8時間に集中しているのに対し，女子で

は6～7，7～8時間と若干の男女差が見られるだけで

ある。このように日常の時間的生活形態は全般的に平準

化していると言ってよいであろう。

　しかし，余暇時間がまとまった形でとれる休日の有無

においては，休日があると答えたものが男子において中

核的都市では80．3％と高い率を示したのに比べ，人口過

疎地域では54．8％と大きく差があり，都市部から遠ざか

るにつれて低い煩向にある。しかし女子においてはほと

んど地域差が見られず，県平均39．O％を下回ったのは地

第I図余暇時間
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第皿図　労　働　時　問
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第I表 1ケ月の休日の日数

子

女

子

農林漁業

労　　務

サービス業

事　　務

小企業主

専門管理

その他

農林漁業

労　　務

サービス業

事　　務

小企業主

専門管理

その他

中核的都市

M（平均）

3，46

3，95

4，54

4，51

4．O0

4，29

4．57

2，89

4，67

4，12

4，67

3，33

4，36

4．38

S2
（分散）

4．O

1，51

1，75

0．74

14，91

0，74

2．82

5，04

1，69

1，03

1，26

0，89

0，32

0．70

　S
（標準

偏差）

2，00

1，23

1，32

0，86

3，86

0，86

1．68

2，25

1，30

1，01

1，12

0，94

0，57

0．84

都市近郊農村

M（平均）

6，30

4，75

3，71

4，72

2，36

4．40

0

3，67

4，00

4，00

4，00

2．O0

4，00

5．00

S2
（分散）

9，81

2，19

1，63

1，09

1，32

0．24

0

O．56

0．33

0

0

0

0

0

　S
（標準

偏差）

3，13

1，48

1，28

1，04

1，15

0．49

0

0，75

0．58

0

0

0

0

0

地方的サビースセンター

M（平均）

2，67

3，92

4，13

4，30

4，44

3，91

3．50

2，33

5，44

3，64

4，85

3，00

4，50

3．00

S2
（分散）

3，11

1，69

1，61

1，00

4，91

0．45

14．50

1，22

4，91

1，32

1，53

1，43

0，25

0．67

　S
（標準

偏差）

1，76

1，30

1，27

1，00

2，22

0，67

3．81

1．11

2，22

1，15

1，24

1，20

0，50

0．82

人口遇疎地域

M（平均）

2，50

3，62

4，25

4．O0

2，20

3，50

2．00

2，33

4．O0

3．O0

4，42

4，00

4．O0

2．50

S2
（分散）

1，65

0，85

0，19

0，86

0，96

0．25

0

1．33

0

1，71

1，58

2．25

0

2．25

　S
（標準

偏差）

1，28

0，92

0，43

0，93

0，98

0．50

0

1．15

0

1，31

1，26

1．50

0

1．50
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第皿図休日の仕事
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万的サービスセンターの32．9％であった。また1ケ月の

休日の日数においてはどの地域も4日以上といった週休

制の職業に従事している人が多い。そして、地域を比較

してみると男子では申核的都市が83．2％，都市近郊農村

79．6％，地方的サービスセンター74．5％，人口遇疎地域

64．7％となり，女子でも中核的都市と人口過疎地域とで

は25％以上もの差がみられ，地域における差が生じてい

る。これを職業別にみると（表I），農林漁業及び労務

に従事している人は事務や専門管理に従事している人よ

り休日の日数が低くなっており，男女とも同じ傾向であ

るといえる。

　また休日があると答えたものだけをとらえてみても，

図皿のように男女とも第1次産業が主たる都市近郊農

村，人口遇疎地域では休日でも他の仕事に従事すること

が多く，人口遇疎地域ではそれが顕著である。これは，

交通網の発達により通勤圏が拡大し，中心部への通勤者

が増加したことや，農業労働の機械が進められ経済的な

貧困性はその支払いのため他の職業に収入の道を求めた

りしたことが大きな原因の1つに考えられる。

　それでは余暇を実際にどのように活用しているのかに

ついて見ると，平日の余暇活動は男女とも地域間格差が

なく，テレビやラジオの視聴が一番多く，その次に男子

は新聞，雑誌，女子では家族との団らんといったエネル

ギー再生産である休息型に終っている。休日においても

尚テレビ，ラジオの視聴が首位を占めてはいるが，平日

に比べるとその率は低くなっており，次いで男子では趣

味活動，釣りや狩りょう，団体の活動や講習会といった

身体活動を伴なったものを志向しているが，女子では休

息や家族との団らんが尚高い率を占めており，積極的な

活動はあまりみられない。

　2．健康感とスポーツ

　近年国民の生活水準は日本経済の成長や国民所得の上

昇に伴なって向上した。また，科学技術が進歩し，家庭

生活は電化され。食糧事情も良くなり国民の体カ身体位

は上昇し，国民の平均寿命も年々伸びている現状である

がタその生活内容は不均衡な状態をはらんでおり，健康

問題をはじめ多くの重要な間題が生じている。そして、

個人の健康の維持，増進を計るためには先づ白分自身の

健康状態を認知し，それを基に健康やからだのためにど

のようなことが必要かを見い出さなければならない。

　県民の健康感をみると，男子では8．2％のものがから

だが非常に丈夫，68．2％のものが丈夫な方と答え，女子

では非常に丈夫が45％、丈夫な方が626％と若干の男

女差がみられるが，かなりのものが自分のからだには自

信を持っているとみてよい。地域別にみると女子はほと

んど差が見られないが争男子では人口過疎地域が非常に

丈夫7．2％，丈夫な方53．1％と他の地域に比べると低い

値を示し，体力の有無についても同じ徴候がみられ，こ

の地域の住民は自分のからだにあまり自信を持っていな

いといえる。

　また，からだのおとろえについては，農業労働の主要
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第1皿表 自分の健康やからだに必要なこと （％）

子

県　　平　　均

中　核的都市

都市近郊農村
地方的サービスセ1
ンター

人口過疎地域

37，5

36，1

39，2

37，8

40．5

41，1

44，8

44，6

37，8

30．2

33，8

35，3

21，6

34，4

36．4

37，7

34，7

47，3

42，2

33．3

21，2

20，9

24，3

20，0

21．8

12．9

9，7

12，2

13，3

20．8

1．9

1．9

2．7

2．8

0

1．3

1，6

0
1．1

1．0

12，3

14．7

8，1

10．6

9．3

女

子

県　　平　　均

中　核的都市

都市近郊農村
地方的サービスセ
ンター

人口遇疎地域

43，2

43，1

44，0

39，0

50．4

41，9

42，9

39，3

44，2

35．8

45，4

43，1

38，1

49，0

52．1

1．1

1．3

1，2

0
1．7

26，8

26，4

33，3

28，3

20．5

19，4

18，1

23，8

18，2

23．O

2．0

2．7

1．2

1．9

0

2．0

1．8

1．2

2．4

2．5

17，9

20，1

17，9

16，8

11．1

なにない手となった女子が多く感じており，なかでも農

業従事者の多い都市近郊農村、人口遇疎地域ではそれが

顕著である。

　健康に大きく関与している疲労を精神的疲労と肉体的

疲労に分けて考察すると皇精神的疲労については地域に

よる差異はなく，男子の約55％のものが疲労を訴えてい

るのに女子では若干低く50％となっている。肉体的疲労

を訴えているものをみると，男子が約49％であるのに対

し，女子は約52％と，精神的疲労とは逆に女子が高い率

を示し，からだのおとろえと同様に，農業従事者の多い

都市近郊農村、人口遇疎地域の住民に疲労を訴えるもの

が集中している。人口過疎地域においては，男子も肉体

的疲労をかなり訴えており王若者の流出現象が招いた労

働力の老令化と女性化が影響していると思われる。

　それでは，住民自身自分の健康やからだのためには現

在何がもっとも必要と思っているのか。表1皿をみてわか

るように県の一般的傾向をみると男子では「もっと運動

をすること」，「酒やタバコの節制」，「もっと休養をとる

こと」といった順になっているが，地域別にみると，中核

的都市，都市近郊農村ではもっと運動することと考えて

いるものが約45％と高い率を示しているのに対し，地方

的サービスセンターでは37．8％，人口遇疎地域ではもっ

と低く30．2％と約15％の差がある。これは都市部におい

ては頭脳労働者が多く，仕事で身体を酷使することもな

いため運動不足を感じ身体活動の場を他のものに求めよ

うとしているためであり，農村部では肉体労働が主とな

るためあらためて運動することより，疲労の蓄積を休養

することや栄養に気を配ることによって解消し，エネル

ギーの再生産を生起させるといった住民の健康に対する

配慮がうかがえる。また，個人にとって最も身近なもの

として感じられる酒やタバコの節制が都市近郊農村では

47．3％，地方的サービスセンターで42．2％と高い率を示

したのをはじめ県平均でも37．7％と高く，そのものがか

らだに良くないと白覚していながらも節制を実行するこ

とは難かしいのが現実のようである。女子においては県

の一般的傾向がr栄養に気をつけること」，「もっと休養

をとること」，「もっと運動すること」といった順に答え

ており，地域による特徴はあまりみられないが，なかで

も人口過疎地域において「栄養に気をつけること」「もっ

と休養をとること」と答えているものが，50％以上と高

い率を示しているのに，rもっと運動すること」と答え

た人は35．8％と若干低くなっているといえる。また，男

女を比較した場合rもっと睡眠をとること」，r持病を治

すこと」と答えたものが男子より女子に多くみられる。

　以上述べたように，住民の一般的な健康法は多種多様

であるが，なかでも男子を通じて高い値を示したrも

っと運動すること」といったスポーツの実施を多くの住

民が自覚していることは注目してよい。このように健康

という極めて現実的で，生活の存続，発展にとって不可

欠な条件が，スポーツ行為の中で保障されるということ

は，スポーツの生活化ということを意味するだろう。現

代の杜会生活の中での運動不足というリアルな実感は，

それを補うスポーツをまたリアルなものとしてうけと

め，そして運動不足はスポーツによって解消され，その

ことは健康の保持，増進ということに直結すると考えら

れている。スポーツはこのように何らかの目的をもって

行う場合と，スポーツそれ自体を白已目的的に行う場合

とがある。
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で総称）の重要性が指摘されている。このスポーツプロ

グラムを形態の違いからみると，バレーボール大会と

か，野球大会という「単独」のスポーツプログラムと地

区民体育大会のように競技的なものと，レクリエーショ

ン的なものがr混合，あるいは総合」されているものに

分けることができる。また，日常生活との関係からみ

て，年間1回や2回実施されるr単発的，行事的」なも

のと，1年間続けて実施される「継続的，日常的」なも

のに区別される。いづれもスポーツ生活と密接な関連が

あるが，今後のスポーツ生活の充実という立場からみれ

ば，継続的日常的スポーツプログラムの役割は大きい。

ここでは地域杜会で通常実施されている単発的スポーツ

プログラムの地区民体育大会，野球（ソフトボール）大

会里バレーボール大会の過去1年間の参加状態（応援，

観衆としての参加と，スポーツ実施者としての参加）を

中都地ス人　　　　　中都地ス人　　　中都地ス人
核市方セロ　　　核市方セロ　　核市方さ口

的瓢課　的瓢轟　的瓢嚢
都鰹11地　　　都農11地　　都麗11地
市村ビ域　　市村ビ域　市村ヒ域

手掛りに，地域住民のスポーツヘの姿勢を探究しようと

した。

　各地域で大衆的行事として行われている地区民体育

大会は，他の行事と比較すると男女いづれも参加者，実

施者ともに高い率を示し，この行事が伝統的行事として

発展してきたことがうかがえる。男女の参加状態をみる

と，地区民体育大会，バレーボール大会いづれも参加，

実施者ともに女子が僅かながら低くなっている◎また地

域別にみるとぎ農村的地域（都市近郊農村，人口過疎地

域）が都市的地域（申核的都市，地方サービスセンタ

ー）より参加身実施者共に高い。これは農村的地域の地

区民体育大会が秋の収穫祭と並行してお祭り的行事とし

て行われてきたことや、日常生活におけるレクリエー

ション活動の不足の補償として，又地域住民のコミュニ

ケーションの場として発展してきたことによると思われ

第1V表 大会や競技会に出場した理由

　　　　　　査項目
　　　　　　、　　　　　　’　　　　　　、　　　　　　＼
　　　　　　域＼

男

子

女

子

県　　平　　均

中核的都市
都市近郊農村
地方的サービスセ
ンター

人口遇疎地域

県　　平　　均

中　核的都市

都市近郊農村
地方的サービスセ
ンター

人口遇疎地．域

運とか
動がら
す好
るき

こだ

37，2

40，9

47，1

34，6

23．4

28，0

24，0

22，9

32，3

32．7

そ好
のき

運だ
勲か
がら

33，2

34，7

39，2

31，7

26．6

20，3

23，4

16，7

16，1

21．8

順っら
賛て
がき
また
わか

7．8

8．5

9．8

3，8

10．9

13，7

15，6

12，5

10．8

7．3

くあら
じた
引つ
きた

でか

1．5

2．3

2．O

1．6

2．4

4．2

1．8

毎て
年い
出る

場か
しら

33．7

SO．1

19，6

42，3

40．6

27，1

21，6

35，0

33，3

27．3

役人れ
員にた
やたか
係のら
のま

40，8

35，8

31，4

54，8

39．1

54，6

55，1

58，3

51，6

49．1

出に言ら
なうわ
いるれ
とさる
人くか

3．0

2．3

3．9

2．9

4．7

5．9

1，8

12，5

10．8

1．8

家すか
のめら
人ら
にれ
すた

1．5

2．8

1．6

3．8

3．6

4．2

5．4

3．6

そ

の

他

5．8

4．5

7．8

7．7

4．7

4．9

4．8

2．1

5．4

7．3
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る。従って，地区民体育大会は参加者も老若男女を間わ

ず巾広い動員を行っているが，野球大会やバレーボール

大会は，若い年令層が中心となり，勝敗に重きをおく競

技的性格を帯びたものになっている。

　このような大会や行事への参加行動を表1Vでみると県

の一般的傾向として，男女とも「役員や係の人にたのま

れたから」といった他律性の参加態度が1位を占め，男

子よりも女子にその傾向が強いといえる。地域別にみる

と，男子では中核的都市や都市近郊農村に於て，「運動

することが好きだから」「その運動が好きだから」とい

った運動欲求の比較的強い白律性の参加態度であるが，

地方的サービスセンターや人口遇疎地域に於ては，「役

員や係の人にたのまれたから」とか「毎年出場している

から」といった他律的な参加態度が強い。女子に於ては

塵かではあるがその逆の傾向が表われ，地方的サービス

センターや人口遇疎地域の方が他の地域に比べて積極的

な参加態度であるといえる。

　それでは参加しなかった人達はどんな理由があったの

だろうか。調査結果によると，どの地域に於ても男子は

「参加する暇がなかった」と時間的ゆとりのないことを

第1にあげ。次にr仕事で疲れてやる気がしなかった」

と疲労を訴え，この2つに集中している◎女子も同じよ

うな傾向を示してはいるが，「体が弱かったから」「運

動がへただから」といった自分の体力に自信を持ってな

いものや，運動の技術，能力の無さが女性のスポーツ生

活を狭めている大きな原因となっているといえる。

5　今後の余暇溝動への要求

これまでは県民の余暇やスポーツの現状を述べてきた

がマス・レジャーという言葉に象徴されるように，余暇

活動が増大し，スポーツも多様化の傾向をみせている

が，住民は今後の余暇活動にっいてどのように考えてい

るだろうか。

　住民の中でこれから余暇を利用してやってみたいこと

があると考えているものが男子で63．2％，女子は60．1％

と遇半数の人が何らかの余暇活動への要求を表わしてお

り，地域による差はほとんどない。その余暇活動の内容

は，平日，休日，連休や休暇などの余暇の形態や性，そ

して地域による差異がみられる．。平日では男子が人口過

疎地域と地方的サービスセンターで「趣味活動」と「休

養」に集中しているのに対し，申核的都市や都市近郊農

村ではr読書」，r休養」と全く休息型である。女子につ

いては地域差はあまり見られず，「趣味活動」や「家族

とのだんらん」といつたものを志向しているようであ

る。休日になると男子では野球，テニスなどの「スポー

ツ」や「釣りや狩猟」を志向するものが大半を占めてい

るが，人口遇疎地域に於ては尚「休養」，「趣味活動」と

行動範囲が狭いものに終わっている。女子に於ては依然

とr趣味活動」r休養」が主体となり，中核的都市で，

「買物，訪間」が首位を占めているにすぎない。連休や

休暇では地域に関係なく男女ともr旅行」に集中し，非

日常的な活動としての移動休息型の活動といえる。

　こういった余暇活動とは別に，住民の今後のスポーツ

活動への志向を探ってみると，図Vが示すように「非常

にしたい」と希望しているのは僅かであるが「できれば

したい」と何らかの条件が整うことを前提にしたものが

多く存在していることがかわる。これらの人達が希望し

ているスポーツ種目は，平日に於ては男女とも「散歩，

第V図 今後のスポーツヘの志向
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斎　　藤

なわとび，かけ足，キャッチボール」や「体操（ラジオ

体操，美容体操）」といった保健的運動が主体を成し，

健康のところで述べたように運動不足を訴えるものがか

なり存在することで裏付けられる。そして休日や連休，

休暇に於ては，男子は「野球，ソフトボール」女子は「

バレーボール」といった競技的，組織的なスポーツの志

向へと移行している。

　こういったスポーツ活動の実施方法（形態）は，平日，

休日。連休や休暇で異なり，平日では，「ひとりで」とか

会杜などのr伸問」といった形が多いが事休日になると

「家族と一緒に」といったファミリースポーツヘの志向

がうかがえ，連休や休暇では，ファミリースポーツや伸

間と思い切りスポーツを行ないたいという集団とのかか

わりあいの中でのスポー・ツ行動への傾向を示している。

　以上述べたようなスポーツ活動の要求を実現するため

には住民はどのようなことが必要と考えているのだろう

か。図VIをみてわかるように，今後スポーツ活動を行う

ためには，「時間的ゆとり」と「気軽に参加できる行事」

が必要であると考えているものが多数を占め，その次に

は，「経済的なゆとり」「手軽に使用できる場所」あるい

は「手軽に入れるクラブ」の必要性を訴えている。この

ように，今後スポーツ活動を行うためには，時間的経済

的ゆとりといった、個人のレベルでの間題と，施設や場

所，クラブや団体，大会や行事といった地域の行政的レ

ベルでの間題とに大きく分かれると思われる。

w　ま　　と　　め

地域スポーツの振興と今後の課題

重　　徳 59

　労働時間の短縮，週休2日制の実施，有給休暇の増大

化，生活水準の向上と共に，余暇の価値創造的利用が問

われるようになってきた。そういった申で，スポーツの

占める割合は大きく争スポーツは住民の生活の申に融和

し，スポーツの生活化を具現しはじめていると思われる。

　そこで，スポーツの生活化ということが人間の若いあ

る時間にだけスポーツをするということではなく，生涯

運動を友として生活化してゆくことだとすれば，まずス

ポーツを生活化する意識を育てねばならない。それは単

に運動の面白さ，あるいは運動のルールの習得といった

程度の意識化に留まるのではなく，もっと意識の深層に

運動の伍値，意識，あるいは運動することの権利という

ようなものを意識化させるのでなければならないだろ

う。こういった意識化とともに，身についた運動技術が

なけれぱ行おうに行えないし，運動技術の未熟さはスポ

ーツから逃避する結果を生むことになる。この調査に於

ても，住民の中には「運動がへた」ということで自らス

ポーツ活動の機会を失っているものが存在し，運動技術

の習得がスポーツの生活化ということでは非常に大切に

なってくると考えねばならないだろう。こういった運動

の意識化，技術の習得は学校体育の段階でまず実践され

なけれぱならないが，年令階層に応じた杜会体育レベル

での実践が為されなければならない。

　住民の多くは，地域スポーツの普及，振興ということ

は町や村の代表選手を育成することや選手のための競技

会を準備することではなく，広く一般住民が参加できる

スポーツの育成を主張している。このことは，スポーツ

を白分の生活内容として考えるものが増えたことを意味

するものであり，スポーツの大衆化の方向を示唆するも

第VI図　　今後スポーツをするのに必要なこと
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のであろう。

　具体的な方策に関する地域住民の間題意識は、都市的

地域と農村的地域によって差異がみられる。前者では，

スポーツ活動に直接必要な施設や場所，指導者など主と

して，公的サービスに関連する要請が切実であり、後者

では，生活の時間的，経済的なゆとりなど，スポーツ活

動を規定する基礎条件が第1にあげられ，次いで施設、

指導者、プログラムの必要性を説いている。すなわち、

農村的地域に於てはスポーソの日常化を阻む一重の制約

がはたらいており，都市的地域以上に行政的配慮が要請

される。

　スポーツの「犬会や行事への参加」でみられるよう

に，行政規模が拡大するに伴って住民の参加率は低くな

るが，松江市などの申核的都市はいうまでもなく、農村

に於てもより適正な規模の活動の単位で組織を充実し，

具体的な公的サービスが的確に行われるように配慮され

なければならない。

　スポーツ活動のための指導者を要望する声は高い。要

求されている指導者の資質についてみると，男子では施

設の管理指導やグループの世話などの普及指導型に比べ

て技術指導型を望む声がやや高い。女子では普及指導型

と技術指導型の分極化の傾向を示している。

　従来ともすると技術指導のみに偏る傾向が強く，必ず

しもそれぞれの地域にふさわしい指導内容や方法が講じ

られず，指導が地域スポーツの普及，振興に結びつかな

いことが多かった。地域スポーツの指導者には，住民の

多様な要求をみたすさまさまな役割と機能が課せられて

いる。これらの要求に応じる指導者を確保するために

は，指導者研修の機会を設けて指導者の資質を高める、

指導者としてふさわしい人を発掘してリストアップす

る，指導者の組織をつくり指導体制の確立を図るなどの

努力が重要である。

1）

2）

3）
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